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写真1　生家淡谷家資料展示状況

写真2　歌手活動の記録レコード他

写真3　展示会場に舞台を再現
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写真4　 「大正」と書かれた膳収納箱
　　　31×34×41（㎝）個人蔵
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写真5 仕入帳　淡谷洋服店
 大正７～ 12年の記載、27×21×3.5（㎝）
 貸付台帳　大正　淡谷美八
 大正９～ 15年の記載、34×26×5.5（㎝）
 他に、元簿
 大正５～ 11年の記載、22×16×2.8（㎝）、全て個人蔵

表1　生誕百年記念　淡谷のり子展　展示資料一覧
資　　料　　名 　備　　　　考 所　蔵 年代他

のり子自筆の歌詞ノート 公演先に必ず持ち歩いた歌詞ノート。「別れのブルース」他117曲の歌詞が書かれている。青森市
のり子自筆の手帳 青森市
日本レコード大賞特別功労賞 歌謡界における業績をたたえ、のり子没後に授与されたもの。 青森市 1999年
青森県実地明細図（『目で見る青森の歴史』付録） 安方にあった淡谷本家「大世」の様子。青森屈指の豪商だった。 青森県立図書館 1892年
青森大火跡明細地図 郷土館 1910年
青森市大火災損害調書 郷土館 1910年
「大五」阿波屋のれん（風呂敷仕立て） のり子生家関連資料 個人 明治末
「大正」阿波屋のれん のり子生家関連資料 個人 明治末
「大正」阿波屋で使われていたもの（膳・椀類） のり子生家関連資料 個人
「大正」阿波屋　帳簿類 のり子生家関連資料、仕入帳、貸付台帳他 個人 大正期
錫製銚子 のり子生家関連資料 個人 明治期
「池田淑人セロ演奏会」ポスター（複写） 秋田市出身の池田淑人の演奏会のポスター。のり子がソプラノで競演する予定だったが

当日は健康を害し出演を見送ったという。
秋田県立博物館 1930年

のり子自身が所有していたレコード おもに昭和20年代のもの（テイチク、ビクター） 青森市
レコード : ラストソング 青森市 1982年
レコード :淡谷のり子ライブ 1981年10月29日、渋谷ジャン・ジャンでのライブを収録 青森市
レコード :昔一人の歌い手がいた 青森市 1971年
のり子の手元にあった楽譜類 約300曲（総数900曲）分が残されている。 青森市
書籍楽譜: シャンソンアルバム第2輯 創学社、書きこみ、サインあり。 青森市
書籍楽譜: スタンダードピースNo.38「伊太利の庭」 東京楽信社、書きこみあり。 青森市
書籍楽譜: シャンソンアルバム第1輯 創学社、表紙にサインあり。 青森市 1950年
書籍楽譜: シャンソンアルバム第3輯 創学社、表紙にサインあり。 青森市 1951年
書籍楽譜: シャンソンアルバム第4輯 創学社、歌詞書きこみあり。 青森市
歌手生活30周年記念「酒、唄、男」リサイタル台本 青森市
ラジオ東京放送脚本「淡谷のり子の夕べ」（酒、うた、男） 1958年2月27日放送 青森市 1958年
NHKテレビ放送台本「歌の花びら」 のり子出演　1959年4月25日放送 青森市 1959年
ニッポン放送台本「歌の祭典」日本のシャンソン特集 のり子出演　1959年12月28日放送 青森市 1959年
歌手生活30年記念「淡谷のり子をきく夕べ」放送台本 東京大手町産経ホール 青森市 1959年
歌手40周年記念リサイタル　「淡谷のり子愛を歌う」 東京大手町産経ホール 青森市 1969年
45年記念ロングリサイタルパンフレット 個人（現在郷土館蔵）1974年
コンサート「生命ある限りこの唄を」パンフレット 青森市 個人（現在郷土館蔵）1982年
服部良一からの書簡 のり子へ流行歌界の発展を願う言葉を語る服部（1907~1993）の書簡。録音テープ「青

い部屋」（作詞サトウハチロー）同封。
青森市

日本レコード大賞特別賞 アルバム「昔一人の歌い手がいた」 青森市 1971年
のり子ステージ衣装・靴 青森市
装飾品・香水類 イヤリング他 青森市
着物 個人
のり子自筆短歌帳 のり子が好んだ短歌など。「ひとすじの道生きて来てあかあかといのちの涯に燃ゆる夕や

け」この歌ははじめ悠蔵が詠んだ。
青森市

のり子自筆の色紙 「紅つばき深雪の夢を忘れえず」「冬深しねむる椿のつぼみかな」「流れこしつばき一輪に
ひかれける」他 個人（現在郷土館蔵）

大切にしていたバービー人形と手作りの洋服 自分の衣裳と同じ生地で手づくりした、人形の服など。 青森市
のり子手編みのレース 青森市
愛用の食器 青森市
のり子から家族にあてた書簡類 渡辺はま子（歌手）とアメリカ公演に出かけた際に家族に宛てた葉書やカード。 青森市 1968年
『前田寛治作品集』 美術出版社 青森県立図書館 1996年
月刊「東奥」第1巻6号 「円盤界活躍の兼出身芸術家」の一人としてジャズ界でののり子の活躍を伝える記事 青森県近代文学館 1939年
「レコード」第1巻第3号 発行音楽世界社

「レビューのプリマドンナを夢見る淡谷のり子さん」の中で、「流行歌手になろうと決心さ
れたのですか」という質問に「親子三人の生活を立てて行かねばならない、という立場から
そういうふうに自然に傾いたと思います」と答えている。横書きのサイン署名はめずらしい。

個人 1930年

『いのち愛し』 淡谷のり子著　鏡浦書房 　（装丁　阿部合成） 青森県立図書館 1959年
『ブルースの女王　淡谷のり子』 吉武輝子著　文藝春秋社 青森県立図書館 1989年
「もう一度別れのブルースを　淡谷のり子ドキュメント50」 東洋図書出版 青森県立図書館 1978年
『この人と語ろう』 鈴木健二著　日本放送協会 青森市 1978年
『ニセモノとホンモノ』 淡谷のり子著　KKロングセラーズ 青森市 1986年
『ブルースのこころ』 淡谷のり子著　新日本出版社 青森市 1978年
『女の自叙伝　歌わない日はなかった』 淡谷のり子著　婦人画報社 青森市 1988年
『『頭の悪い女』と言われないために一に愛嬌二に気転』 淡谷のり子著　ごま書房 青森市 1992年
『シリーズ人間の記録⑯　淡谷のり子　我が放浪記』 淡谷のり子著　日本図書センター 青森市 1997年
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資　　料　　名 　備　　　　考 所　蔵 年代他
『淡谷のり子　私のいいふりこき人生』 淡谷のり子著　海竜社 青森市 1984年
『老いてこそ人生は花』 淡谷のり子著　海竜社 青森市 1991年
『最後の自伝　いのちのはてに』 淡谷のり子著　学習研究社 青森市 1995年
「日録20世紀　1938年（昭和13年）」 講談社、雑誌（週刊）、淡谷のり子紹介 青森市 1998年
『夫と妻』 永六輔著　岩波新書 青森県立図書館 2000年
『ふるさとの歌2』 主婦と生活社 青森県立図書館 1968年
淡谷悠蔵自筆色紙 個人
淡谷悠蔵原稿「太宰と津軽」 『太宰治と青森のまち』（北の街社）所収 青森県近代文学館 1988年
淡谷悠蔵原稿「りんごの味」 青森県近代文学館
阿部合成から悠蔵に宛てた書簡 個人
淡谷悠蔵の日記 個人
のり子から悠蔵へ宛てた書簡 忙しい悠蔵の身、家人を気遣うもの 個人
のり子・悠蔵自筆色紙 「苦学一生・ひとすじの道…」 個人
「黎明」第1巻第1号 青森市教育委員会 1919年
「黎明」第6巻第2号 青森市教育委員会 1924年
「黎明」第7巻第6号 青森市教育委員会 1925年
「座標」第1巻第1号 青森県近代文学館 1930年
『野の記録』 淡谷悠蔵著　春陽堂 青森県近代文学館 1958年
『なつかしの青森-庶民の歴史-』 淡谷悠蔵著　東奥日報社 青森県近代文学館 1974年
『袖振り合うも　わが想い出の人びと』 淡谷悠蔵著　北の街社 青森県近代文学館 1974年
『野の記録』全7巻 淡谷悠蔵著　北の街社　（装丁　阿部合成） 青森県近代文学館 1976年

『淡谷悠蔵著作集』全24巻 淡谷悠蔵著　北の街社　署名入り 青森県近代文学館 1976~
1981年

週刊「毎日グラフ」№37　昭和51年9月5日号 人間探訪　淡谷悠蔵 個人 1976年
「青森NOW　№6」 淡谷悠蔵著（素顔ののり子） 青森県近代文学館 1972年
『苦学一生』 淡谷悠蔵著　労大新書77　労働大学　　 青森県近代文学館 1983年
『酒・うた・男』 淡谷のり子著　春陽堂 青森県近代文学館 1957年
『淡谷のり子という女』緑の笛豆本　116　 淡谷悠蔵著　 青森県近代文学館 1978年

〈絵画〉
淡谷のり子像 関野凖一郎（木版） 青森市 1981年
淡谷金蔵肖像 今純三（油彩、キャンバス）、金蔵はのり子祖父にあたる 個人 1925年
淡谷のり子肖像 不明　（油彩） 青森市
淡谷のり子肖像 高英男　（淡彩） 青森市
馬 西沢赤子　『なつかしの青森』出版記念、（淡彩、紙） 個人
薊（あざみ） 阿部合成（油彩、板） 個人
ママさんの絵 阿部合成（油彩、板） 個人
蔦の茂れる家 浜田英一（淡彩、紙） 個人
新城の山 浜田英一（油彩、板） 個人 1938年
温室 浜田正二（油彩、板） 個人
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